
　
戸
惑
い
な
が
ら
名
田
島
自
治
会
連
合
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

や
が
て
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
公
私
共
に
多
忙
な
一
年

で
し
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
地
域
の
人
、
地
理
、
団
体
、
行
事
な
ど
に
不
案
内
で

あ
り
、
手
探
り
し
な
が
ら
の
暗
中
模
索
で
し
た
。
自
治
会
連
合
会

独
自
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
名
田
島
や
山
口
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
会
議
な
ど
に
参
加
し
て
、
少
し
ず
つ
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

井
の
中
か
ら
周
り
の
景
色
が
少
し
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
各
種
階
層
の
連
携
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
名
田
島
自
治
会
連
合
会
に
は
、
こ
の
一
年
い
ろ
い
ろ
な
課
題
･

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

の
立
上
げ
が
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
･

ご
協
力
の
お
陰
で
、
一
月
十
八
日
の
臨
時
総
会
で
設
立
案
が
承
認

さ
れ
、
一
月
末
に
設
立
資
料
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
本
設
立
案
の
策
定
に
当
り
、
名
田
島
自
治
会
連
合
会
と
、
設
立

準
備
会
の
作
成
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
協
議
会
案
の
関
係
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。
両
者
は
、
目
的
・
役
割
・
機
能
や
部
会
な
ど

に
共
通
性
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
す
。

従
っ
て
、
協
議
会
を
新
た
な
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
る
と
、
役
割

面
及
び
財
政
面
で
自
治
会
連
合
会
と
の
棲
み
分
け
が
難
し
く
な
る

こ
と
、
役
員
の
選
出
や
運
営
な
ど
で
地
区
民
の
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、
両
者

を
融
合
す
る
方
向
で
設
立
案
の
策
定
を
行
な
い
ま
し
た
。
　
　

　
ま
だ
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
ず
は
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
良
い
組
織
を
作
り
上
げ
る
第
一
歩
で
す
の
で
、
こ
の

案
で
発
足
を
進
め
て
い
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
不
備
や
改
善
点

は
、
歩
き
な
が
ら
修
正
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
四
月
に
開
催
予
定
の
通
常
総
会
で
こ
れ
ら
の
設
立
案
及
び
役
員

案
に
つ
い
て
最
終
的
な
承
認
を
得
て
、
改
組
名
田
島
自
治
会
連
合

会
が
本
格
的
に
発
足
の
予
定
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
協
働
に
よ
る
名
田
島
地
域
づ
く
り
に
ご
理
解
頂
き
、

宜
し
く
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

名
田
島
自
治
会
連
合
会
　
　
　

　
　
会 

長
　
藤
　
山
　
光
　
美
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準ト従をげ案案会宜す

一
年
を
振
り
返
っ
て
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総
務
部
会
で
は
二
つ
の
取
り
組
み

を
し
て
き
ま
し
た
。

①
「
名
田
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

の
発
足
に
係
る
こ
と
と
、

②
「
お
い
で
ま
せ
山
口
国
体
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
へ
の
参
加
で
す
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

発
足
し
た
「
名
田
島
地
域
づ
く
り
協

議
会
設
立
準
備
会
」
の
設
立
案
を
名

田
島
自
治
会
連
合
会
月
例
委
員
会
で

十
回
、
準
備
会
と
の
二
回
の
合
同
協

議
会
を
経
て
設
立
案
の
合
意
が
得
ら

れ
、
一
月
十
八
日
の
臨
時
総
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
設
立
資

料
（
一
月
十
八
日
各
戸
配

布
）
に
詳
し
く
は
の
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、

ご
案
内
の
と
お
り
当
山
口
南
総
合
セ

ン
タ
ー
が
成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
会
場
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、

本
年
度
か
ら
三

カ
年
に
わ
た
り

山
口
国
体
推
奨

花
（
本
年
度
は
、

サ
ル
ビ
ア
・
ブ

ル
ー
サ
ル
ビ

ア
・
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
）
の
種

苗
育
成
や
プ
ラ

ン
タ
ー
で
の
栽
培
管
理
等
本
格
的
な

実
践
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
育
苗
講
習
参
加

（
6
/
20
山
口
農

高
）
、
セ
ル
苗
・
ポ

ッ
ト
配
布
（
7
/
14

南
総
）
、
育
苗
―
開

花
情
報
交
換
会
（
10

／
4
南
総
）
等
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
給
さ
れ
た
土
に

平成22年3月10日

地
域
づ
く
り
協
議
会
の

発
足
と
山
口
国
体
花
い

っ
ぱ
い
運
動
へ
の
参
加

山　

下　

武　

彦

部
会
・
こ
の
1
年
の
歩
み

は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
セ
ル
苗
に
充

分
育
成
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、

ポ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
移
植
ま

で
、
水
や
り
・
施
肥
・
防
虫
・
土
づ

く
り
等
そ
の
管
理
に
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
さ
れ
、
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
立
派
に
開
花

し
、
苦
労
も
感
動
に
変
わ
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
各
集
落
の
皆
様

に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
を
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
後
の
総
務
部
会
の
任
務

は
、
名
田
島
地
区
各
種
団
体
と
連
携

し
て
の
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
・

推
進
で
す
。
具
体
的
に
は
、

①　

地
域
づ
く
り
計
画
の
作
成

②　

地
区
住
民
の
意
見
集
約

③　

単
位
自
治
会
の
運
営
充
実

④　

広
報
活
動

⑤　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画

⑥　

他
部
会
に
属
さ
な
い
事
項
の
活

動
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
会

月　日  主な事業と活動 月　日  主な事業と活動 月　日  主な事業と活動

4月 6日
 9日
 13日
 24日
 26日
 27日

 30日
5月 14日
 14日
 15日
 25日
 28日
6月 8日
 10日
 20日
 28日
 29日
7月 2日

役員会
監査
連合会総会・月例委員会
要望事項の取りまとめ
地区民体育大会
月例委員会報告・総会議
事録
教育委員会訪問
月例委員会・土木部会
「田園」発行
月例委員会報告
要望書提出（県知事）
小学校改築対策協議会
月例委員会・防災部会
月例委員会・防災部会報告
国体花づくり講習会
市道パトロール
3役会議（協議会）
市南部地区連絡協議会

7月 6日
 6日
 7日
8月 3日
 3日
 6日
 19日
 23日
9月 7日
 8日
 17日
 28日
10月 5日
 6日
 6日
 13日
11月 2日
 2日
 

月例委員会
要望書提出（県知事）
月例委員会報告
月例委員会
月例委員会報告
リサイクル施設視察
役員会（地域づくり）
防災訓練
月例委員会
 月例委員会報告
地域づくりリーダー研修会
協議会準備会委員会会議
月例委員会
月例委員会報告
協議会・委員会報告
インターネット加入申込
協議会・委員会合同会議
協議会・委員会合同会議
報告

11月 2日
 2日
 22日
12月 7日
 7日
 22日
 28日
1月 12日
 13日
 18日
 19日
 19日
 20日
 20日
 28日
2月 8日
 9日
 27日
3月 29日

月例委員会
月例委員会報告
ふるさと祭り
月例委員会
月例委員会報告
市政懇談会
田園フリーマーケット
月例委員会
月例委員会報告
協議会説明会・臨時総会
協議会・委員会報告
連合会臨時総会報告
高齢ドライバー１日ドッグ
みまもり隊・教育部会議
協議会設立資料配付
月例委員会
月例委員会報告
協働のまちづくり講演会
新旧役員会(予定）

平成21年度の主な事業報告事業計画に沿って以下の活動を中心に取り組みました



一　

椹
野
川
外
堤
防
未
整
備
区
間
の

施
工
要
望

　
　

5
／
30
県
土
木
現
地
調
査

　
　

7
／
9
、
8
／
27
要
望
書
提
出
、

陳
情
し
先
ず
調
査
・
測
量
・
設
計

の
早
期
実
施
を
お
願
い
す
る
。

二　

椹
野
川
・
南
若
川
堤
防
の
補
強

要
望

　
　

津
波
高
潮
対
策
工
事
と
し
て
昭

和
区
地
内
の
内
外
堤
防
改
修
工
事

実
施
中
、
引
き
続
き
次
年
度
以
降

も
実
施
陳
情
す
る
。（
写
真
Ａ
）

三　

南
若
川
浚
渫
要
望

　
　

1
／
30
一
部
立
木
伐
採
実
施
済

み
も
引
き
続
き
継
続
要
望
中（
写

真
Ｂ
）

四　

中
川
沿
道
幹
線
市
道
整
備
と
堤

防
嵩
上
げ
要
望

　
　

新
開
作
地
区
内
第
三
工
区
道
路

整
備
と
河
川
改
修
（
昭
和
区
地

内
）

　
　

護
岸

整

備

（
新
開

作
東
地

区
内
）

実
施
残

区
間
の

継
続
実

施
要
望

　
　

関
連

案
件
で
下
水
終
末
処
理
場
の
保
全

措
置
要
望
す
る
。

五　

市
道
維
持
管
理
モ
デ
ル
事
業
の

実
施

　
　

名
田
島
十
三
集
落
の
管
理
区
分

実
施
完
了
（
年
二
〜
三
回
）

六　

名
田
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部

代
表　

大
林
基
宏
氏
他
十
五
名

　
　

引
き
続
き
会
員
募
集
中
で
す

イ　

椹
野
川
河
川
公
園
草
刈
・
清

掃
実
施
（
年
三
回　

四
・
八
・

十
二
月
）（
写
真
Ｃ
）

ロ　

潟
上
中
通
学
路
草
刈
・
竹
立

木
伐
採
と
片
付
け
清
掃

ハ　

単
位
集
落
で
対
応
が
困
難
で

あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

七　

そ
の
他
要
望
事

項
で
県
市
で
実
施

済
み
事
業

イ　

向
山
下
地
内

の
河
川
堤
防
道

路
拡
幅
補
強
工

事
（
写
真
Ｄ
）

ロ　

向
山
中
地
内

新
設
市
道
の
水

路
改
良
工
事

ハ　

幹
線
県
市
道

3
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土
木
部
会

「
要
望
事
項
」及
び「
活
動
計

画
」の
実
施
状
況
に
つ
い
て

岩　

本　
　
　

博

　

民
生
部
会
で
は
、
資
源
ご
み
の
有

効
利
用
と
ご
み
減
量
化
の
為
に
、
山

口
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
施
設
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
（
株
）
リ
ン
グ
（
萩　

奈

古
）
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
多
数
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

異
物
混
入
、
例
え
ば
ヤ
ク
ル
ト
等

の
乳
酸
菌
飲
料
の
ア
ル
ミ
の
蓋
（
可

燃
ご
み
）
洗
剤
の
計
量
ス
プ
ー
ン

（
不
燃
ご
み
）
ス
ト
ロ
ー
、
食
品
の

装
飾
物
の
は
ら
ん
等
（
可
燃
ご
み
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
だ
が
容
器
包
装
で

な
い
も
の
等
、
自
分
で
は
プ
ラ
ご
み

で
良
い
と
思
い
込
み
違
い
の
分
別
を

し
て
い
た
事
に
気
づ
い
た
等
、
分
別

に
対
す
る
知
識
の
再
確
認
に
な
り
ま

し
た
。
ト
レ
ー
の
梱
包
に
使
用
さ
れ

て
い
る
ラ
ッ
プ
は
プ
ラ
ご
み
で
は
あ

る
が
、
ラ
ッ
プ
の
種
類
の
分
別
が
困

難
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
再

生
の
品
質
に

影
響
す
る
為

に
可
燃
ご
み

に
分
別
し
て

欲
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
ご

み
処
理
費
用
が
少
し
で
も
減
少
す
る

よ
う
に
地
域
の
皆
様
に
分
別
の
徹
底

協
力
を
引
き
続
き
啓
発
し
て
行
き
た

い
。

　

次
に
、
環
境
美
化
の
一
環
と
し
て

不
法
投
棄
禁
止
看
板
の
周
り
の
草
刈

清
掃
と
見
回
り
を
三
回
実
施
し
ま
し

た
。

　

不
法
投
棄
さ
せ
な
い
環
境
美
化
作

り
に
努
め
た
い
。

　

又
、
生
産
者
で
あ
り
消
費
者
で
で

あ
る
私
達
で
す
が
、
中
国
の
ギ
ョ
ウ

ザ
農
薬
混
入
事
件
、
産
地
偽
装
、
残

留
農
薬
に
よ
る
野
菜
の
回
収
の
問
題

が
お
こ
り
、
「
食
の
安
全
・
安
心
」

が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
残
留
農
薬

や
地
産
偽
装
等
、
目
に
見
え
な
い
だ

け
に
農
産
物
の
生
産
者
で
あ
る
私
達

が
使
用
基
準
の
厳
守
と

減
農
薬
に
取
り
組
み
た

い
。
「
食
の
安
全
・
安

心
」
「
地
産
地
消
」
を

目
標
に
掲
げ
残
留
農
薬

検
査
機
関
で
の
視
察
研

修
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
部
会

循
環
型
社
会
と　
　
　
　
　
　

環
境
美
化
・
食
育

福　

永　

立　

美

の
草
刈
・
清
掃
片
付

け①　

県
道　

島
上
地

内
、
新
開
作
地
内

（
百
間
橋
〜
新
平

成
橋
）

②　

市
道

　

東
開
作
〜
昭
和
区

　

百
間
橋
〜
西
開
作

　

市
道
か
ら
バ
ス
停

「
二
本
松
」
に
上
る
階
段
の

整
備
（
塗
装
補
強
）

ホ　

そ
の
他　

口
頭
で
の
要
望
で

補
修
や
草
刈
・
清
掃
片
付
け
は

ほ
ぼ
実
施
済
み
で
す
。
（
材
料

支
給
等
で
）

　
　

尚
、
自
治
会
連
合
会
で
は
、
草

刈
等
サ
ポ
ー
ト
す
る
為

イ　

自
走
式
草
刈
機　

一
台

ロ　

刈
払
式
草
刈
機　

五
台

　
　

（
竹
刈
用
替
刃
・
燃
料
付
き
）

　

備
え
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

又
、
未
実
施
「
要
望
事
項
」
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
引
続
き
要

望
・
陳
情
し
て
い
き
ま
す
。

CC

ＡＡ

DD

BB

BB
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防
災
部
会

島
上
・
下
合
同

　
　

防
災
訓
練
実
施

中

村

芳

男

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
通
学
路
防
犯
灯
十
三
箇
所

の
増
設
は
、
全
て
完
了
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た

交
流
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
防
犯
対
策

協
議
会
、
前
任
者
の
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
誰
も
が

維
持
管
理
に
関
心
を
持
っ
て
、
球
切

れ
の
迅
速
な
対
応
な
ど
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
通
学
路
の
安
全
確

保
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
防
犯
対
策
協
議
会
か
ら
の
工

事
経
費
助
成
三
千
円
は
二
十
一
年
度

で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
市
か
ら
の
助

成
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

小
学
校
改
築
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
へ
早
期
事
業
推
進
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
現
状
は
、

第
二
次
耐
震
診
断
が
全
国
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
の
遅

れ
が
著
し
く
、
ま
た
、
国
の
予
算
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
具
体
的

な
施
策
の
進
捗
状
況
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
元
の
意
向
に
沿
っ

て
進
め
て
い
る
と
の
誠
意
あ
る
回
答

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

国
の
耐
震
化
予
算
が
縮
小
化
さ
れ

る
情
報
も
あ
り
、
ま
た
小
学
校
の
仮

校
舎
契
約
も
来
年
ま
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
速
や
か
な
事
業
推
進
が
望
ま
れ

ま
す
。
自
治
会
連
合
会
を
窓
口
に
、

地
域
を
挙
げ
て
早
期
の
改
築
に
向
け

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
二
月
一
日
に
発
足
し

て
、
現
在
六
十
五
名
の
隊
員
が
お
ら

れ
ま
す
。
み
ま
も
り
活
動
は
、
各
集

落
で
実
情
に
合
わ
せ
て
継
続
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
毎

日
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
先

般
、
み
ま
も
り
隊
連
絡
員
の
み
な
さ

ま
と
話
し
合
い
を
し
て
、
帽
子
と
ウ

イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
（
ベ
ス
ト
型
を

含
む
）
、
自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
を

購
入
し
ま
し
た
。
自
転
車
リ
フ
レ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
に
入
学

さ
れ
る
際
に
お
配
り
し
、
数
に
限
り

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
傷
ん
だ

も
の
は
取
り
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
子
ど
も
さ
ん
と
挨
拶
を

交
わ
し
、
声
か
け
合
っ
て
の
み
ま
も

り
活
動
に
ご
苦
労
を
お
か
け
致
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

山
口
国
体
も
来
年
に
せ
ま
り
ま
し

た
。
来
ら
れ
る
お
客
様
に
「
山
口
に

来
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
頂
け
る

に
は
、
名
田
島
地
区
と
し
て
何
が
で

き
る
か
知
恵
を
出
し
合
い
、
心
を
こ

め
た
お
迎
え
準
備
に
万
全
を
期
し
ま

し
ょ
う
。

教
育
部
会

通
学
路
防
犯
灯
の

　
　
　
　

増
設
完
了

「
名
田
島
み
ま
も
り
隊
」

　
　

五
年
目
を
迎
え
る
！！

岡　

本　

紀　

稔

　

二
十
年
度
か
ら
自
治
会
連
合
会
の

防
災
部
会
と
し
て
、
二
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
、

活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
、
山
口

地
方
は
局
地
的
に
猛
烈
な
雨
に
見
舞

わ
れ
、
各
地
で
大
規
模
な
土
砂
災
害

や
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

名
田
島
地
区
も
山
口
市
朝
田
浄
水

場
が
冠
水
し
、
当
地
区
も
断
水
と
な

り
給
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

向
山
集
落
も
床
上
浸
水
等
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
部
会
は
、
年
一
回
地
区
の
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
今
年
度
は
、
島
上
・
下
集
落
に

ご
協
力
を
依
頼
し
、
八
月
二
十
三
日

に
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

一
、
住
民
は
島
上
・
下
を
避
難
拠
点

と
し
て

一
、
火
災
情
報
伝
達
訓
練
（
集
落
内
、

防
災
部
会
）

一
、
避
難
訓
練
、
六
神
社

一
、
私
設
消
防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操

作
と
放
水
訓
練

一
、
消
防
署
に
よ
る
消
火
器
、
消
火

訓
練

一
、
防
災
部
会
は
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
統
制
拠
点
と
し
て

　

全
集
落
へ
の
火
災
情
報
伝
達
訓
練
、

十
三
集
落
炊
き
出
し
班
に
よ
る
避
難

食
作
り
と
避
難
住
民
へ
の
配
食
、
火

災
を
想
定
し
た
本
訓
練
は
、
島
上
・

下
の
皆
さ
ん
の
統
制
の
と
れ
た
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
訓
練
と
防
災
委
員
を
始

め
、
防
犯
交
通
整
理
等
関
係
団
体
の

ご
協
力
を
頂
き
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
年
一
月
十
一
日
ど
ん
ど
焼
き
終

了
後
、
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
を
想

定
し
、
消
火
の
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
防
災
部
会
と
し
て

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
陰

で
念
願
の
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
」
に
こ
ぎ
着
け
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
格
的
に
活
動
す
る
中
で
、

本
協
議
会
規
約
等
も
見
直
し
な
が

ら
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
名
田
島
」
に
地
区
民
全
員
の
協

働
で
、
育
て
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 編

集
後
記

編
集
後
記
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